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は じ め に

　日本 の 英語 教 育 に お け る 『英文 読 解』 の 指 導 法 の 主 流 を 占め て い る の は 、現 在 に お い て

もや は り 旧態然 と し た 『文 法訳 読 法 匪 で あ る と い うの が 、現状 で あ る 。 ま た 周知 の 如 く 、

「訳読 主 義 の 指導法 の 功 罪』 に 関 して は 、従来 か ら多 く の 論 議 が な さ れ 、 様 々 な 角度 か ら

問 題 点が 提 起 され て い る 。 し か しなが ら 、 そ れ を 科学的 ・客観 的 に 示 す 実 証 的 デー タ は、

意 外 な こ とに 驚 く程 、少 な い 。 特 に 日本 の 高校生 を 被 験 者 と し た 者 は 、発 表者 の 知 る 限 り

ほ とん ど見受 け られ な い 。

研 究 の 目的

『読解 の プ ロ セ ス 」 は、概 して Top −down　 Processing 　Approach と Bottom−up　 Process −

ing　Approachと の 二 っ の プ ロ セ ス に 大別で きる 。 本 研究 で は 、 こ の 両 プ ロ セ ス が 存 在す る

と い う仮 説 を ふ ま え 、各 プ ロ セ ス 毎 に 実験 群 と統 制 群 を 設定 し、各 プ ロ セ ス に 基 づ く指 導

法 を仮 説 実 験 授 業 と して 一定 期 間 行 う 。 そ の 後 、両 群 を 対 象 とす る 「読解 力 テ ス ト」 の 結

果 に 基 づ き、両 プ ロ セ ス を 比 較 ・検 討 し、さ ら に そ の 実証 的 デ
ー

タ に 基 づ き 、 　
r訳 読 主 義

の 指 導 法 の 功 罪 」 に つ い て 考 察 す る こ と を 目的 とす る 。 ま た 、 そ の 結 果 に 基 づ き 「コ ミ ュ

ニ ケ
ー シ ョ ン を 目指 す 読解指 導 の あ り方 亅 に っ い て 具 体 的 に 提 言 し た い 。

研 究 の 仮 説

　DTop −down 　Processing 　Approach に 基 づ く （実 験 群の ）指 導 法 の 方 が 、　Bottom− up

Processing　 Appreach に 基 づ く （統 制 群 の ） 指 導 法 よ り も、読 解 力 （内容 理 解 力 ・主 題 把

握 力等 ） を 向 上 さ せ る の に 、よ り効 果 的 で あ る 。
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研究 の 方法

　D 　先行研 究 に 基 づ く文 献 研 究 （ 『読 解指 導』 の 理 論 的 基 盤 の 変 遷 等 ） 2） 『読解 指導』

の 現状 に 関す る 教 員対象 の 調 査 3） 仮 説実 験授業 （ 「TOP“down　
Processing

　
Approach に 基

づ く指 導 を 中心 とす る 」 実験 群 と fBottom −up 　Processing 　ApProach に 基 づ く指 導 を 中心

とす る 」 統 制 群 の 両 群 を設定 した 授業） の デ
ー

タ に 対 す る統 計学 的 ア プ ロ ー チ に 基 づ く分

析 と考察 4） 実 験群 の 学 習 者 に 対す る 反 応 分柝 に 関す る調 査 等 を 行 う こ と に よ り ・ 仮 説 を

実 証 的 に 考 察 し ・ 検 証 す る 。

s て

：、

T・ ら

ま、

艮り

結論

　仮 説実験 授業 後の 「読 解 力 テ ス ト」 の 結 果 か ら 、 Top− down　Precessing 　Approach に 基 づ

く指 導 法 の 方 が ・BottOm −・up 　PrOceSSing 　ApProaCh に 基 づ く指 導 法 よ り・学 習 者 の 読解力

を 高め る の に よ り効 果的 で あ る こ とが 統 計 的 な 有 意 差 と し て 検証 さ れ た ・ こ の 結果 に 基 づ

き、ToP−down　PrOCessing　ApProach を 中 心 とす る 「コ ミ ュ
ニ ケ

ー シ ョ ン を 目指 す読解指 導

の あ り方 」 に つ い て 具 体的 な指導 展 開例 を 提 案 す る 。
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